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　目的：カテプシンDは種々の豪富組織に広く分布し，
生理的にも，また種々の眼疾患にも重要な役割をして
いることが知られている。従来，この酵素量：の測定に
は，生化学的方法が行なわれてきたが，今回我々は抗
カテプシン抗体を作製し，競合的ELISAを用いて眼
内各組織のカテプシンD量を測定したので報告する。
　方法：ウシ脾精製カテプシンD（シグマ社内）約1
mgを白色家兎に3回免疫し，抗カテプシンD血清を
作製し，ELISA，ウェスタンブPッi・法，免疫組織
化学的方法により抗血1清のカテプシンDとの反応性を
検討した。カテプシンDの定量は精製カテプシンDを
標準として，200倍抗血清むよび二次抗体としてペ
ルオキシダーゼ標識ヤギ血1清を用い，競合的ELISA
により行った。試料は氷野中で分離したブタ眼球の各
組織をホモジュネートし，凍結融解を繰り返した後の
粗抽出液を用いた。蛋白量はBio　Rad社蛋白量測定
キソトを用いた。
　結果：ウェスタンブロソト法，ELISAによリカテ
ブシンDと反応し，高い抗体活性があることが明らか
となった。ブタ眼においても免疫組織化学によb角膜
上皮及び内皮，毛様体上皮，網膜色素上皮細胞（RPE）
などにカテプシンDが高いことが示された。抗体は，
精製カテプシンDで約20％まで競合できた。また精
製カテプシンDは5ng／25μ6から1000n9／25μ4まで
定量することができた。視神経，脈絡膜＋RPE，網
膜，虹彩，水晶休及び角膜における粗抽出液中のカテ
プシン量は，それぞれ0，37，0．23，0．4　5，0．48，
0．02，0．40μ9／mg蚤白であった。
　結論：本法によリカテブシンDを約5x10－6Mの低
濃度まで定量できた。また組織中の濃度を測定できる
ことは種々の病態解明とも関連し，極めて有用な方法
であると思われた。
　血清CPK活性は心疾患のみならず骨格筋障
害においても障害の程度を直接に反映した著しい
高値を示す。骨格筋の重度の障害を伴う重症救急
疾患には，悪性過高熱症，悪性症候群，努力性熱射
病，急性動脈閉塞症などがある。CPKが10，000
UILを越える高値を示した4症例を報告する。
　症例1は66歳の男性で，腸閉塞にて全身麻酔下
に手術を施行したが，数時間後にショック状態
となった。心筋梗塞も疑われたが，CPKは経過
中に35，430U／しに達し，ミオグロビンも高値を示し
たことから，後に横紋筋融解症と診断された。体
温は4　O．8’Gに達したことから，全身麻酔による悪
性過高熱症であったとも考えられる。
　症例2は31歳の男性で，明らかな誘因なく意
識障害および全身の痙攣が出現した。体温は42．5
’Gまで上昇しており，CPKの高値および赤褐色
尿を認めた。精神分裂病にて二二神薬を服用し
ていたとの既往より，悪性症候群と診断された。
CPKは経過中に164．000U／しに達した。腎不全およ
びDICより離脱しえず，第6二日に死亡した。
　症例3は19歳の男性で，ランニング中に突然
の意識障害をきたした。体温は41．9●Cまで上昇
しており，発汗が著明で，CPKの高値および赤
褐色尿を認めたことから，努力性熱射病と診断された。
なお，CPKは経過中に10，425U／しに達した。
　症例4は80歳の男性で，明らかな誘因なく意
識障害となった。CPKの高値および赤褐色尿を
認め，両下肢に著明なチアノーゼが出現したため，
両側下腿動脈閉塞症と診断された。なお，CPK
は経過中に2L760U／しに達した。
　症例1～4は，病因は各々異なっているもの
の，骨格筋障害とそれに続発した多臓器障害を
示したという点で共通している。症例1～3に
おいては高体温と骨格筋障害との関連も示唆さ
れる。CPKが高値を示す症例は，上述したような
骨格障害がきたす疾患も考慮すべきであると考える。
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